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【公開番号】特開2014-94852(P2014-94852A)
【公開日】平成26年5月22日(2014.5.22)
【年通号数】公開・登録公報2014-027
【出願番号】特願2012-246640(P2012-246640)
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   Ｃ０１Ｂ  31/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  31/02     (2006.01)
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   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｄ
   Ｃ０１Ｂ   31/02     １０１Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月7日(2015.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　黒鉛と、その黒鉛を被覆する、窒素原子を有する難黒鉛化性炭素材料と、を含有する、
炭素材。
【請求項２】
　前記難黒鉛化性炭素材料が、アズルミン酸の炭素化物を含む、請求項１に記載の炭素材
。
【請求項３】
　黒鉛と、その黒鉛を被覆するアズルミン酸とを含有する、複合材。
【請求項４】
　黒鉛と、その黒鉛を被覆するアズルミン酸とを含有する複合材に熱処理を施す工程を有
する、炭素材の製造方法。
【請求項５】
　前記アズルミン酸と有機酸とを含有する混合液に前記黒鉛を浸漬する工程と、前記黒鉛
を浸漬している前記混合液から液体を除去して前記複合材を得る工程と、を更に有する、
請求項４に記載の炭素材の製造方法。
【請求項６】
　前記有機酸が蟻酸を含む、請求項５に記載の炭素材の製造方法。
【請求項７】
　前記熱処理における熱処理温度が６００～１５００℃である、請求項４～６のいずれか
１項に記載の炭素材の製造方法。
【請求項８】
　請求項１又は２に記載の炭素材を含有する、リチウムイオン二次電池用負極。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　すなわち、本発明は、下記のとおりである。
［１］黒鉛と、その黒鉛を被覆する、窒素原子を有する難黒鉛化性炭素材料と、を含有す
る、炭素材。
［２］前記難黒鉛化性炭素材料が、アズルミン酸の炭素化物を含む、上記の炭素材。
［３］黒鉛と、その黒鉛を被覆するアズルミン酸とを含有する、複合材。
［４］黒鉛と、その黒鉛を被覆するアズルミン酸とを含有する複合材に熱処理を施す工程
を有する、炭素材の製造方法。
［５］前記アズルミン酸と有機酸とを含有する混合液に前記黒鉛を浸漬する工程と、前記
黒鉛を浸漬している前記混合液から液体を除去して前記複合材を得る工程と、を更に有す
る、上記の製造方法。
［６］前記有機酸が蟻酸を含む、請求項５に記載の炭素材の製造方法。
［７］前記熱処理における熱処理温度が６００～１５００℃である、上記の製造方法。
［８］上記の炭素材を含有する、リチウムイオン二次電池用負極。
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